ほぼ週刊コラム「Partnership論」　その２８
日本の「失われた20年」の原因は…。
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今週は休刊の予定だったが、短く書くことにした。常々私は、日本の失われた20年は、partnership経済を導入せずcorporate経済だけの“片肺飛行”を続けていることがその「原因」と主張している。
まっ、社会科学は自然科学と違って、現象観察もその原因解明も、誰にでも納得してもらえる「客観性」を伴うことはない。極端に言えば、「失われた20年」なんて起こっていないと感じている人もいるだろうし、ましてや「その原因はこれこれだ」なんてことは「証明」出来るものではない。なぜならたとえ「社会実験」によって説明を試みても、現実の全要素を組み入れることは不可能だし、もしかしたらバタフライ効果
の様に実に小さな要因が主因ということだってありうるし、あるいは「偶発」、あるいは、原因と現象の間の因果関係に再現性がないことだって多いにあり得るからだ。
社会科学は自然科学と勝手が違って難しい。
だから今回は控えめに、このグラフ「日米中　名目GDP（兆ドル）1980-2012」を見て頂いて、これは「失われた20年」ではないかしら、ということと、その原因は「partnership経済の未導入」ではないかしら、とソッと言うだけに留める。
先ず目につくのは、米中のここ30年でのGDP増加と、日本のここ20年のGDP停滞だ。米国は1980年の3兆ドルから2012年の15兆ドルへ5倍の増加。中国はこの32年間で0.2兆ドルから8兆ドルへ40倍の増加だ。対して日本は1990年代序盤以降20年間5兆ドルあたりを行き来して停滞している。成長がない。2006年以降少し増加基調にあるように見えるのは円高ドル安のせいだ。実質GDPにすれば増加は見えない。
これはやはり「失われた20年」という現象が起こっているといって良いのではないだろうか。

そしてその「原因」について。こちらは私の推測に過ぎない。私の見立て。米国は、従来のcorporate経済に新たにpartnership経済を加えて「車の両輪」が備わったことで成長できている。中国は、corporate経済による「高度経済成長」の段階にあり、急激な成長を享受している。…というものだ。
対して日本は、corporate経済による「高度経済成長」の段階はトックノトウに終わっているし、かといって新たにpartnership経済を加えて「（一般人にとっては）unpredictableなinnovation」を促進すること、および、「（一般人にとっては）想定外の災難」に備えること、これらを怠っている。「失われた20年」は起こるべくして起こっている。これが私の見立てだ。

今年のコラムは以上だ。来年は第2週の1月11日（金曜日）からアップします。乞うご期待。そして、良いお年を。
� バタフライ効果（バタフライこうか、butterfly effect）とは、カオス力学系において、通常なら無視できると思われるような極めて小さな差が、やがては無視できない大きな差となる現象のことを指す。出典：Wikipedia
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